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会議の名称 令和７年２月定例教育委員会

日 時 令和７年２月７日（金）

午前９時から午前１０時５０分まで

場 所 北庁舎２階 第５会議室

出 席 者

教育長 大澤孝明

委員 細川修

委員 安藤京子

委員 川上雅也

委員 宗絵美子

事務局

教育部長 山端剛史

教育部次長兼教育総務課長 若杉玲子

教育総務課指導室長 福岡和

生涯学習課長 粕谷庸介

生涯学習課事業係長 黒野雅直

生涯学習課文化財係長 浅見景

生涯学習課学芸員 山口万里佳

中央図書館長 二之部香奈子

給食センター所長 古橋剛

みどりの推進課課長補佐 加藤紀子

（平成こども塾担当）

教育総務課課長補佐 山田克仁

教育総務課庶務教育係長 宇井正幸

教育総務課施設係長 岩崎大輔

傍 聴 者

０人

会議の公開・非公開

一部非公開

審議の概要

１ 決定承認事項

⑴ 文化財指定の申請について

⑵ 長久手市古戦場公園再整備アドバイザー会議委員の委嘱について

⑶ 令和７年度県民の日学校ホリデーについて

２ 報告事項
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⑴ 後援・推薦名義専決処分の報告

⑵ 教育委員会及び関係各課からの報告

３ 決定承認及び報告事項【非公開】

⑴ 学区外就学許可の認定

⑵ 就学援助認定者数報告

４ その他

議事録署名者

安藤委員

議事録

教育長 令和７年２月定例教育委員会を始めます。

年度末が近づき、来年度に向けた事務を進めています。早めに動く

ことが大切だと思います。

昨日の校長会で今年度の振り返りと来年度の計画について協議しま

した。校長に伝えたのは、学校観を変える、ということです。例え

ば不登校の子がいたら、どうして来られないのかという視点ではな

く、どうしたら来られるのかという視点に変えようというものです。

初めからできないと思うのではなく、どうしたらできるのか考える

ことが大切だと思います。

１月３０日に株式会社ベネッセコーポレーション名古屋支社と連携

協力の協定を締結しました。タブレットを活用した不登校支援、Ａ

Ｉを活用した英語教育、教育ＤＸによる働き方改革の３つが柱とな

っています。

西小学校が来年度設立５０周年となります。まちづくり協議会と協

働して事業に取り組んでいきます。

２月４日に愛知県市町村教育委員会連合会の理事会を長久手市で開

催しました。議題に関して様々な意見交換を行い、有意義な時間と

なりました。

本日の議事録署名者は、安藤委員です。

それでは、議題に沿って議事を進めます。

決定承認事項の文化財指定の申請について、生涯学習課から説明を

お願いします。

（資料１に沿って説明）

教育長 申請のあった市指定有形文化財について、文化財保護審議会に諮問

することとしてよろしいですか。
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委員 （異議なし）

教育長 異議なしと認め、承認とします。

続きまして、長久手市古戦場公園再整備アドバイザー会議委員の委

嘱について、生涯学習課から説明をお願いします。

（資料２に沿って説明）

教育長 承認してよろしいですか。

委員 （異議なし）

教育長 異議なしと認め、承認とします。

続きまして、令和７年度県民の日学校ホリデーについて、教育総務

課から説明をお願いします。

（口頭で説明）

教育長 令和７年度の県民の日学校ホリデーを１１月２５日の火曜日として

よろしいですか。

委員 （異議なし）

教育長 異議なしと認め、承認とします。

続きまして、報告事項に移ります。後援・推薦名義専決処分の報告

について教育総務課から説明をお願いします。

（資料３に沿って説明）

委員から特に意見なし

教育長 続いて教育委員会及び関係各課からの報告です。生涯学習課から説

明をお願いします。

（資料４に沿って説明）

委員 文化の家のホームページには休館の案内やイベントの情報などが発

信されていますが、チラシでの発信が弱くなってしまっている印象

です。今までは文化の家へ行ったときに設置されているチラシを見

て他のイベントにも参加することがありました。拠点が休館してい

るときにどのように情報発信していくのか考える必要があると思い

ます。

事務局 事務局としても課題だと捉えています。今までは文化の家に足を運

んでくれた方がその後につながっていくことがありましたが、現在

はありません。どのように周知していくのか検討していきたいと思

います。

委員 二十歳の集いで配布したジブリパーク入場券の費用は、どのような

取扱いですか。

事務局 式典に参加した新成人全員に入場券を配布しており、その枚数分の
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費用を支払っています。

教育長 ジョギングフェスティバルに多くの人が参加していました。ぜひ来

年度も継続していただきたいです。

教育長 続きまして、みどりの推進課から説明をお願いします。

（資料５に沿って説明）

委員 年間のスケジュールを立てて実施している会員制プログラムについ

て、毎回の参加者数をみると欠席者が多いように思います。一般プ

ログラムについては、キャンセルがあったときにはキャンセル待ち

の人に連絡をして定員いっぱいになるよう取り組んでいると思いま

すが、会員制プログラムは会員しか参加することができません。こ

どもファームは欠席者が多く、会員の意識を高める必要があると思

います。

事務局 季節によってはインフルエンザなどの感染症による体調不良で休ま

れる場合があります。また、中学生はテストが近づくと休むことが

あります。食のプログラムでは参加者数が増える傾向にありますの

で、通常でももっと参加したくなる要素をプログラムに取り入れら

れないか検討したいと思います。

委員 年間会員制プログラムの倍率は高いですか。

事務局 人気があり、倍率が高いです。また、こどもファーム会員には１年

で終わりということではなく、継続してもらうことで農業に深く関

心を持ってほしいという思いがあります。そのため希望者は翌年度

も継続できるようにしており、その状況により新規に募集する人数

が決まります。年間を通じて４５回ほどのプログラムを行いますの

で、そのほかのプログラムと比べると欠席者は多くなっています。

委員 体験することが大切だと思いますので、多くの人が参加できるよう

になると良いと思います。

事務局 楽しく継続してもらえるよう、プログラムを運営しているサポート

隊と検討していきたいと思います。

委員 先日の学校連携プログラムに参加させていただきました。講師の

方々の支援がとても手厚く、教員も子どもたちと一緒に取り組めて

良い企画だと思います。ただし、準備や片付けが大変で、講師の負

担が大きくないのか心配になりました。

会員制プログラムについては参加できる人が限られており、たくさ

んの子どもたちが平等に参加できる機会が増えると良いと思います。

学校連携プログラムでは、教員や保護者からは教えてもらえないこ

とを教えてもらえるのでとても良い企画だと思います。

事務局 講師の負担が大きくならないような工程を指導員とともに検討して

います。長年積み上げてきたものがありますので、急に変更して逆
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に負担が大きくならないよう、運営に無理のない範囲で行っていき

たいと思います。

会員制プログラムにつきましては、一回限りの事業ではなく、続け

ることで四季を感じるなど、様々な発見や体験をしてもらうことを

目的として実施しているため、参加者を限定して実施しています。

委員 公平性で考えると、もっと多くの人を対象にする必要があると思い

ます。広がりをもった取組に改革していくという姿勢で、大胆な取

組が必要だと思います。良い取組をしているからこそ、変えていく

必要があると思います。

事務局 御意見について企画・運営者と情報共有し検討していきたいと思い

ます。

教育長 続きまして、中央図書館から説明をお願いします。

（資料６に沿って説明）

委員 本のおたのしみ袋の取組は、いつもと違うジャンルの本に触れるき

っかけとなりとても良い企画だと思います。

ホームページの新着情報が日々更新されており、管理が大変だと思

いますが、どのように管理しているのですか。

事務局 図書館システムから自動でホームページに掲載されるようになって

います。

委員 学校での取組にサイコロやダーツなどを取り入れると、偶然本に出

合えるきっかけづくりとなり、楽しみながら本に興味を持ってもら

えると思います。

委員 学校での福袋やおみくじの取組がとても良いと思います。日頃図書

館に足を運ばない子も行く機会になったと思います。

委員 学校での取組は予算をかけずにアイデアで取り組んでいてとても良

いと思います。ぬいぐるみのおとまり会の人気があり、すぐに定員

いっぱいになってしまいます。年代別に実施しても良いのかもしれ

ません。自分の興味がある分野にしか目が向かない子たちも、もっ

と世界が広がりますので、多くの人に参加してもらえると良いと思

います。

事務局 ぬいぐるみのおとまり会は、今年度が２回目の実施となります。昨

年度からの改善点として、ぬいぐるみを返却する日におはなし会を

実施しています。また、日頃あまり手に取ることがない分野の本に

も触れてもらいたいと思い、ぬいぐるみをお預かりする際にプロフ

ィールを聞くなど、簡単なヒアリングを実施し選書しました。

教育長 続きまして、給食センターから説明をお願いします。

（資料７に沿って説明）
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委員 アレルゲンを除き、みんなが同じものを食べられる給食が２月１０

日に予定されています。アレルゲンを除いた特別なメニューだと言

われないと気づかないような献立となっています。米粉や米油を使

用したコロッケにするなど工夫がされていてとてもうれしいです。

日頃みんなと同じものが食べられない子どもたちや教員の感想をぜ

ひ教えていただきたいです。この取組が今後広がっていくと良いと

思います。

委員 見学試食会が開催されましたが、何か御意見等はありましたか。

事務局 給食費の値上げを周知した後だったので何か意見があるかと思って

いましたが、そうした御意見はなく、おいしいとの感想をいただき

ました。

委員 何か事業を行ったときのアンケートなどの意見には、その回答をお

知らせすると良いと思います。

教育長 続きまして、教育総務課から説明をお願いします。

（資料８に沿って説明）

委員 保護者対応を民間に委託するモデル事業を実施している自治体があ

ります。カスタマーハラスメントが社会問題となっていますので、

学校も対策が必要だと思います。

教育長 他に御意見等なければ、これ以降の内容は非公開としてよろしいで

すか。

委員 （異議なし）

教育長 それでは、公開部分の教育委員会を終わります。


